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たというのは、 『平治物語』独自の虚構ではなかっ 。『今鏡』に次 一節がある。・信頼の衛門督と申ししは、かの大徳が仲あしくて、か るあさまし





















































の内覧の宣旨を蒙った時から始まった。頼長は、兄忠通とは、父子の関係にもあったが、そうした確執の中、頼長は、崇徳院の一宮重仁を即位させて、崇徳院の御代に て、自分が摂政となって思い ままに政治を執ろうと思うに至ったとする。・法性寺殿ハ、関白ノ御名計ニテ、何事ニモイロワセ給ハズ 余所ノ
人ニテゾ御座ケル。角ノミ関白ノシヅマセ給コソ欝憤深シテ 「当今位ニ付給テ、世淳素ニカエルベクハ 関白ノ辞表ヲサマルカ、内覧ノ氏ノ長者、関白ニ可付歟、両様天裁ニアリ」ト頻リニ申サセ給フ。此故ニ、関白殿ト左大臣殿ト御兄弟ノ上、父子ノ 契約アリテ、礼儀深ク御座ケレドモ、後ニハ 中不快ニゾキコエシ。此左大臣殿ノヲボシメシケルハ、 「新院ノ一宮重仁親王ヲ位ニ付奉テ 世ヲ新院ニシラセ進テ、我ママニ天下ノ事ヲ取リ可行」ト思食トモ云ヘリ。 （一三～一四頁）
　


























の私怨による確執から生じた乱と描き、 『保元物語』でも、保元 乱を、即位を争った近衛天皇や後白河天皇との確執から生じた崇徳院の恨みや 兄忠通との確執から、崇徳院の御代にして摂政になり、思いのままに政治を執ろうとした頼長の野望から生じた乱として描いていることを指摘した。そして、両物語共に、謀叛を引 起こした者達の確執や私怨や野望に敗退の因を探っているように、 『平家物語』もまた同様に、近似した歴史叙述 しているこ に気付く。
　
かつて明らかにしたことだが、 『平家物語』は、鹿谷事件を成親の




















との思いが為朝に過ぎったためだが、この後、戦いに敗れ 為義が、子供達と共に東国に落ち延びることなく 義朝のもとに出頭 ようとしたのも、・清盛ハ、伯父忠正五人法師ニコソ成タレ共、命計 扶タ 也。下野
守ハ、今度ノ勧賞ニ、左馬頭ニ成タン也。勲功ニ申替、ナドカ父一人ヲ扶ケザルベキト思ヘバ、為義ハ、義朝ガ許へ顕レテ行テ、命計ヲ申請ヨ」ト云テ、世ヲ渡ラント思ゾ（九三～九四頁）















































『平治物語』一類本の『愚管抄』依拠説の当否を、次に検討してみよう。信西の南都落ちの場面である。・此人は、天文淵源を究て 推条、掌をさすが如成しが、宿運 此時やつきにけん、三日さきだつて出たる天変を、今夜はじめてぞ見付ける。木星寿命死に有、忠臣、君にかは といふ天変也。 （一六一～一六二頁）
　
信西は、九日の夜討をかねて知ってい のか、院に知らせに参った





コシカキニカヽレテ、大和国ノ田原ト云方へ行テ、穴ヲホリテカキウヅマレニケリ。ソノ四人ナガラ本鳥キリテ名ツケヨト云ケレバ、西光・西景・西実・西印トツケタリケル。ソノ西光・西景ハ後ニ院ニメシツカハレテ候キ。 光ハ、 「タヾ唐ヘ渡ラセ給 。グシマイラセン」トゾ云ケル。 「出立ケル時ハ本星命位ニア 。イカニモノガルマジ」トゾ云ケル。 （ 『愚管抄』二二八～二二九頁）
　
信西は、 「カザドリテ」 、師光等を引き連れて田原に落ちたとする
が、 「カザドリテ」 は、どのように解したら良いのか。大系本 『愚管抄』の頭注では、 「においを感ずる」 （二二八頁）とし、 『愚管抄全註解』（中島悦次、一九六九・
7）では、 「 「かさに取りて」の意味で、うわ






















知って行方をくらませたというように解すれば、先に見 『今鏡』の「入道諫むるをいぶせく思ひて、軍を起したりけるを、大徳悟りて、行く方知らずなりにけるに」に合致するし 類本『平治物語』 、「此禅門は、去九日、夜討のこと、かねて内々しりけるにや、このおもむき申入れんとて、院の御所へまいりけるが」 （ 六一頁）にも合致する。
　
さて、このように解すれば、一類本『平治物語』と『愚管抄』との




文書や日本の日記類に全く見られないこと、また、第二点として、天文書では、木星 ことを「歳星」と呼ぶこと 多いにもかかわらず、一類本『平治物語』では、それを「木星」と呼んでい こと、以上二点を注意する。
　
ではなぜ、こうした問題が、 類本『平治物語』に見られることと































とあり、 『愚管抄全註解』では、・その人の生まれた年の星がその年に廻り合わせた。本命に当る。（三八二頁）とある。この部分の注解に詳しいのも、や り谷口で、氏によれば、・信西自身の本命星が本命位 あるということ 間違いなかろう。言い換えるならば、信西の寿命が尽きたということを天が示したということであ 。
となる。とすれば、・信西が奈良へ落ちたのは、 来、自身の命運の尽きるのを悟ったか
らにほかならな 。






































































第二章「平家物語の歴史叙述 方法と構想」 。 「 『平家物語』 歴史観」 （名古屋学院大学論集（人文・自然科学篇）三二
―
一、 一九九五・
7）を基とし、
「 『平家物語』の後白河院
―
清水寺炎上から法印問答をめぐって」 （名古屋学
院大学論集（人文・自然科学篇）三一
―
一、一九九四・
7）の一部と、 「 『平
家物語』と以仁王挙兵譚
―
以仁王令旨と福原院宣をめぐって
―
」 （名古屋学
院大学論集（人文・自然科 篇）二五
―
一、一九八八・
7）とを加え、大
幅に改稿した。
（
10） 　
注
9に同じ。
（
11） 　
野口実の研究によれば、源為義は、家人たちの無法な振舞によって白河
院の信任を喪失して以降、摂関家に仕えることとなり、その時 義朝は廃嫡されたらしい。その後義朝は、 鳥羽院に結びついていった。このように源為義は摂関家を後楯としたのに対して、義朝は鳥羽院権力に支持基盤を求めた。故に、保元の乱の際に、為義が崇徳院勢力の側に立ち、義朝が後白河天皇の側に立ったのは、必然であったと言えよう。
野口実『源氏と坂東武士』 （吉川弘文館二〇〇七・
7）
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『平治物語』成立論の検証
（
一〇
）
（
12） 　
注
5で論じた。
（
13） 　
注
9に同じ。
（
14） 　
谷口耕一「平治物語の素材と物語
―
信西関連章段をめぐって
―
」 （語文論
叢二〇、一九九二・
10）
（本稿の第二章は、二〇〇三年六月二十二日に行われた軍記・語り物研究会で発表した論「 『平治物語』成立論の検証」の一部を原稿化したものである。なお、本稿は、二〇〇七年度名古屋学院大学研究奨励金による成果の一つである）
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